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謳鰹磁騰毒舞即言辞
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1　太陽と月（天室の明曙）
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日　没

時　：分

6：41’

6：46
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7：　4

　　　　II　天象

日時分
2，17：52天（南5。49つと刀と合

3，21＝39　　’lly（南3。58！）と月と合

4，　9：一　　フ｝く星力｛近日黒占

6，　S：　5　金（南38ノ）とノヨと合

10，10：＿　木星．が封衝

12，23；26　享毎（北t5。14t）と月と合

】5，　0：56　ノく（斗ヒ5。30／）と！月と合

18，　5：29　　7k（斗ヒ6。4！）と月　と合

19，15＝一　 ソく星力玄停留

24，17：一　海王星が停留
26，　9：20　　＿H二（南5。・55！）とylllと・合

27，　7：一　　7Jc　ft離角（、東22051！）

30，4＝22　天（南5。51つと刀と・合
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21：2（へびつかひ）
21：53　（い　　て）
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　　　新　　月　5月3日6時36分

置　　上弦5月10日20時54分

主な流星群
　日　付　　　　赤纒　　　　赤緯
2日　　 8日　　　　　　3340　　　　　－20

］8日　　　31日　　　　　　246　　　　　　　十29，

満　月5月18日18時…57分

下弦5月25日18時44分

附近の星
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　　　一五月の星座一夜話（五月）LUrsa　Majorl
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美しい数人の精女が香ふが如く從ひます．

　女祠1ダfアナ

の胸は夜が薄ら

んでlf（に從っ

て漁套こ騒蚤ぎ．b ：つ

vプご9しブこ．　．

　．ともすれば

蒼ざめた吐息が

うかがはれるの

です．

　晴夜の1霞遙｝を

終へて曉ゾ）微光

を1：“［1力尋こ脊｛こう

けながら月の女

神は麟って來た

のです。

　イソいそと川迎へる精強韮の中にダイアナは目いく侍女カリストを見川す

のでした，

　心なしか此のお氣に入りの精女の面は麗しい光澤の中に一抹の燃れる不安

が感じられるのです．＿．．．．．夜’トアttカデ1アの山を下る途中背後で侍女の

囁き合ふ噂を耳にしては愛するカリストの事ですもの何うして胸をいためす

に居られませう・

　庭女の野球5ダイアナは唯一人カリストを呼づ叛せてはからずも月噛にした彼

女の庭女性を問ひ尋すのでした．

　ぴれ傭した半周の肩は悪夢の様に震え届くのです．．＿＿．＿．布を透して嶢

の肌が蕾の様に恐催します．漸時兇上ぐるカリストの美しい顔はサメザメと
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　泣いて居ました．＿＿＿舜に光り舜に曇る涙の臓が言葉の適はざるものを訴

　へるのでせう一一＿…・哀歌の様に不断の濡れた唇が今は蓋恥にいためられ聲

　なき許しの歎願にケイレンします．

　　女紳の面が部座に霞をロ聾雪：のです．

　　左手の乾が千に波動します．

　　ハタハタと榿色の衣が曉の風に室を打つのです．限りなくカリストの可燐

　な純眞を慈しみ又信じて居たダイアナです．

　　何ものにも換へ難く其の虞女の無智な色彩の肌を愛撫して來た彼女です．

　　それだけに彼女の裏切られた悲しみと怒りは大きいのでした．

　　自分のとっておきの大切な蜜ヨ三＿．＿．それ．がみちんに打ち弊かれた思ぴな

　のですから．＿．＿．

　　今はすkりなく此の精女を見るに怨びません．悲痛に美しいダイマナの下

　二面が歪みます．

　　jしみだらな田熊よ！お繭は極北の室に撃がれなけれt；だならぬ写

　　瞼しい月の精の口調でした．＿．＿．そしてほんのちよつびり何んだか取り

淺された二女の女剃1として：の淋しさが＿．．＿．．

　　　　　　　中村捨松氏の逝去を悼みて

何といふ惜しい事でせう………永らく待望してみた朝鮮に於ける

太陽観測家………その唯一・の人として中村氏の登揚をこをどりし

て喜んだのは未だ記憶にも新しい去る一月のことでしたのに．三

月分の報告を受けて間もなく氏の計報に接するとは………こSに

謹みて深き哀悼の意を表します．

それと共に惜しまるS氏の遺業を縫ぐ朝鮮に於ける新しV・槻測者

の出現の一日も早からむ事を所りつい……・・

　　　　　　　　　　　　　　　東亜天文協會齪測部太陽課

◎告！！六月號はL時及び時計■に回する特輯號です，省，七月腰よりはL日食一Tに

闇する記事が毎月満載される予定です，御期待下さい，


